
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 『あいさつ』は、世界中の人々がおこな

っています。日本では、礼儀の一環として

も『あいさつ』は大切に考えられています

が、他人と心を通わせようとする第一歩と

して『あいさつ』はと 

ても大切です。 

 現代社会では、他人 

との関係が希薄になっ 

ており、例え隣人やす 

ぐ近くに住んでいる人にもあいさつしない

ことがあるということも言われています。 

人との関わりの中で、第一印象は見た目

だけではなく、あいさつも大きな影響を持

ちます。 

よく、あいさつをする人と、あまりあい

さつしない人、どちらの印象が良いでしょ

うか？あいさつをする人は好感を持たれる

ようです。 

あいさつを毎日きちんと行っている子ど

もは、他人との関わりが上手くできるよう

になるようです。まず、第一印象が良く、

相手の心に入りやすくなりますので、人と

の関わりがスムーズにできる力が自然に育

つのです。 

『あいさつ』は相手とコミュニケーショ

ンの『きっかけ』を作るとても大切なもの

です。このきっかけを自然にできるように

なることが、人とのコミュニケーションを

とる力を大きく育てると言っても良いかも

しれません。 

まずは、私たち身近な大人がお手本とな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り、子どもへ毎日のあいさつを心がける

ことが大切です。「おはよう」「おやすみな

さい」「いただきます」「ただいま」「おかえ

り」など、この当たり前のことが、子ども

が送っている生活の中では大切です。子ど

もは大人の姿や大人とのコミュニケーショ

ンから色々なことを学んでいます。 

毎朝、門の前で子どもたちを待っている

と、元気いっぱいに「おはようございま

す！！」とあいさつをしてくれる子どもた

ち。その声と笑顔で私も一日を気持ち良く

スタートすることができます。 

また、子どもたち同士 

でも「あ、〇〇ちゃんだ 

ぁ～、おはよう。」と言 

って、登園してきた友達 

に走り寄る姿をよく見か 

けます。子どもたちの中で良い関係ができ

ているということですね。 

これからも、お父さんやお母さん、友達

や先生、友達のお父さんやお母さん等々、

自分の周りの方々にいつも笑顔で元気良く

あいさつが響き合う和光幼稚園の子どもた

ちであってほしいと思います。 

 

 

  

いよいよ明後日はなかよし発 

表会です。子どもたちの発表 

をどうぞお楽しみに！！ 

幼稚園型認定こども園 和光幼稚園 

平成 30 年１１月３０日(金) 
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